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本研究は,京都旧市街地に現存する近代洋風町家の建築的特徴 について類型的に検討した。その結果,これ らは家屋構成

の特徴か ら4種(「 洋館連結型」「洋館付設型」「看板型」「箱型」)に類型化でき,純 洋風家屋(煉 瓦造やRC.造 を含む)を

建築レベルで取 り込むことにより形成されたことを明らかにした。特に 「箱型」町家は近代に新たに成立した類型とみな

した。また,道路拡張に伴う軒切 りや隅切りで生じた狭小あるいは変形宅地には,その制約か ら箱型や看板型町家が多く建

てられた。その特殊な敷地形状は,伝統形式を払拭 した洋風意匠の外観や平面形式を形成する契機となったと考えられた。
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  On this study, by picking up town-houses in Kyoto-city of modem ages, I investigated the characteristics of the personal styles 

and designs of modem ages. The summary of this study can be given below: 

1) Many of the town-houses in modem ages took the characteristics of western designs. But the building styles of them succeeded in the 

traditional styles of old town-houses in Edo period such as the "Tori-Niwa" style. 2) In a word these town-houses have both western 

styles and traditional styles. 3) Influenced by extensions of streets, three stories town-houses came into existence after Taisyo period.

1.は じめに

筆者 らは,すでに旧大阪市域における近代町家をとりあ

げ,近代特有の町家形成として三階建町家の成立と洋風意

匠の摂取を指摘 し,とりわけ洋風意匠は二階建 と三階建の

区別なく近代の町家を特色付ける要素 として重要である

ことを明確 にしている注1)。では,洋 風意匠の摂取によ り

町家形式がどのように変容したのか。洋風町家の成立要

因や町家の洋風化の多様な諸相を明らかにするためには,

戦災により遺構数が限られていた大阪旧市街から,非戦災

都市である京都へ と目を輯),よ り大量に現存する近代町

家のなかか ら洋風町家を抽出した上で,これらにおける意

匠や形態の実態を遺構に即して検討する方法が有効であ

ろうと考えた。

京都の町家はいわゆる京町家の通称が夙によく知 られ,

町家の代名詞ともなっている。歴史都市京都の町並は,戦

災を免れて中心部にも 「京町家」が多量に現存する。ゆえ

に一般には近世以来の家並が広範囲に残ると思われがち

であるが,市街地の大部分(鴨 州以西)が 元治元年(1864)

の大火(禁 門の変による 「どんどん焼け」)で焼失したた
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めに注物京都の家並は近代の町家を主体 とし,近畿各地の

近世町家を多く留める歴史的町並と比べて建築的には意

外に新しい。にもかかわ らず,「京町家」という呼称のブ

ランドイメージに引きずられてか,従来の京都の町家に対

する一般の関心 と調査研究の殆どはその伝統的形式に向

けられてきた注3)。近代の町家であっても,その評価はもっ

ぱら近世的な意匠形式の洗練とその美的価値に主眼がお

かれている。事実,文 化財指定を受けた京都市中の近代町

家は,その大半が近世以来の伝統的な町家形式が継承され

たものである注の。

一・方 ,本論で詳しく述べるが,京 都の旧市街地には,主

に大正 ・昭和戦前期に建てられたもののなかに外観が完

全に洋風の住宅建築が多数存在する。しかし,従来これら

はその外観があまりにも町家の伝統形式とはかけ離れて

いるために町家建築とは目されず,規 模も小さいことも

あってか,ほ とんど注目されることもなかった。むろん,

これらの中で目立つものについては近代洋風建築として

個別に掘り起こされ評価はされている注5)(この点は大阪

でも同様であった)。
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これ らを町家の近代的類型として系統的に捉える試み

は管見ではまだないし,し たがって,京 都における都市住

宅の近代史は近世町家の伝統形式の継承と洗練という側

面以外は不明のままと言ってよい。しか し,一見,外 観的

には伝統的町家とは似ても似つかないこれら洋風の近代

都市住宅と伝統的な京町家との接点を見いだし,これ らを

伝統的町家の系譜の上に捉え直すことができれば,その建

築形式の特色に初めて系統的な理解が可能となろう。

以上のような近代京都の都市住宅をめぐる従来の関心と

理解状況に対 して,本 研究では,商 家を中心に医院住宅や

専用住居も含 め洋風意匠を内外に持つ近代町家に着目し

てその典型遺構を抽出し,これらの詳細調査と関連する史

料調査を行い,伝統的な町家建築の理解を前提としつつ近

代京都の都市住宅を特色づける動向を実証的に把握する

ことで,近代京都の都市住宅史の一端を系統的にとらえた

いと考えた。

対象とした遺構(「店鋪併用」と 「専用住宅」)は,京 都

中心部齢 において200件 を越える所在を確認し注7),これ

らの中で42棟(表2-1)に ついて実測調査を行った溺 。

資料とした町家遺構の建築年代は,結果的には昭和戦前期

に集中した(表2-1参 照)。この状況は予備調査で得られ

た遺構年代の傾向とも対応 している。

以下では,ま ず実測調査などにより採取した近代町家

の中で,典 型事例とみなせる主要遺構を個別に取 り上げ,

次いでこれ らを類型化することによ り,洋風意匠の摂取の

実態とその特徴 を明確にしたい。

2.主 要事例の概説

調査家屋の建築年次は,明 治中期から昭和10年 代まで

広範囲にわたる。しか し,大半は先述の通 り昭和戦前期に

集中していることから,洋風化がこの時期にかなり普及し

浸透していることが窺える。しかもこの期においては,建

築年次の少々の前後関係には本質的な意味はないと判断

された。そ こで,以 下の代表的遺構の個別各説は,次 章に

おける類型的検討の前段として,次章との関連を明確にす

るために論述する遺構の建築年次が多少前後 している。

2.1旧 家辺徳時計店(図2-1,写 真2-1)

旧家辺徳時計店は明治4(1871)年 創業で,京 都におけ

る舶来品店の草分的存在であった注9)。当初は和風の商家

であったが,明 治23年(1891)に 現在の洋風赤煉瓦造 り

に建て替えられる。現建物は,木 骨煉瓦造二階建(当 初は

その上部に塔屋及び時計塔が付属 していたが,現 存せず)

の店舗棟 と,その裏手に木造総和風二階建の居住棟が建て

られている。店棟の一階表には三連アーチを飾るが中柱

を欠きプロポーションもやや不自然で,意匠的には稚拙さ

が拭えない。店舗の奥隅部には鉄扉付きの二階建倉庫(金

庫)が 設けられている。伝統的町家であれば店棟に接 して

蔵を配するところであるが,いわば二階建の蔵が店棟内に

内蔵された形 となっている。二階も一階と同様洋風でま

とめられていて,大 小3室 の個室に分けて廊下で結ぶ。

店棟の裏手には中庭と坪庭及び平屋の玄関棟を挟んで

総二階建の居住棟を建てている。玄関前の坪庭に面 した

内玄関からは裏に抜ける通 り土聞を設 けている。床上に

も廊下を表裏に通 して玄関棟上手の広縁か ら直接に店棟

へ接続するとともに,上手座敷 と土問に面する日常空間と

を区分 しているなど,その平面形は巧みで伝統的家屋の中

にも近代化の一端がみてとれる。

旧家辺時計店は,ラ ンドマークにもなった時計塔を含

め,煉 瓦造の洋風店舗を導入 した最初期の本格商店建築

として全国的にも稀少である。しか し,この店舗棟の背後

には和館の居住棟があり,両者が中庭を挟みつつ玄関棟と

通 り庭で接続されている点は,本稿がその構成を初めて明

らかにした。同時計店のこの家屋配置と通 り土間を軸と

する平面構成は,近世以来の京町家の伝統形式に則ってい

る。要するに,従来洋風明治建築 としてのみ評価されてき

た同時計店は,実は京町家の伝統形式に沿いその系譜上の

建築であり,京町家の近代化の好個の事例であると捉える

ことができるのである。

2.2平 楽寺書店(図2-2,写 真2-2)

平楽寺書店は仏教学術書を扱 う老舗の出版社である。

オーダーを基調とする古典主義的ファサー ドの店舗棟と,

その裏手に店舗棟に接 して和風の居住棟が建つ。店舗棟

部は昭和3・4年 に建てられたRC.造 三階建で,三階まで

は高さ約10メ ー トルに達 し,建 設当初は周囲の木造家屋

を圧 していたであろう。一階は店舗で間仕切りはなく,二

階には階段室前の小ホール と応接室 と書庫をとり,三階は

倉庫である。

居住棟は純和風で,昭和22・3年 頃に建て替えられたも

のである(そ れ以前は不明)。寄棟瓦葺き木造二階建であ

るが,店 舗棟に接する階段室部は三階建になっている。一

階は,玄 関か ら裏庭まで通 り土間を通 して台所とし,そ の

上手に仏間を兼ねた6畳 の座敷を設けている。二階には

次の聞を付属する10畳 の整った座敷を設けている。

平楽寺書店は,表 側から店棟と階段室,さ らに居住棟の

3棟が構造を違えながら一体の建築をなすという特異な構

成をとっている。すなわち,店棟のみを独立の耐火構造と

し,住機能を木造部にまとめて店棟にぴたりと付設すると

いう形式は,先に取り上げた店舗棟 と居住棟 とをそれぞれ

独立した棟として接続す る旧家辺時計店 とは異なる。表

裏の棟を一体の建築 として構成する近代町家の一例とし

て注目される。

2.3山 内 家住宅(図2-3,写 真2-3)

大 正11年(1922)に 建 て られた専用住宅で,純 和風の
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表2-1二 次調査家屋一覧表

No. 家屋名称 所 在 地 建築年 当初の業種 敷地形 立地 軒 隅建築規模:間 家屋形式 平面形式 構造 ・階数 屋根形式

切 切 間口 奥行
1 旧家辺徳時計店 中京区三条通富小路東入 明治23年 時計店 長方形南面 6間 9間 洋館連結型 通り庭型 木造骨煉瓦3階+木 造2階 陸屋根+切妻
2 津田甚建設 左京区岡崎成勝寺町3 明治40年 津田組(工 務店) 台形 東西面 7問 7間半 洋館連結型 表屋造型 木造1階+木造2階 陸屋根+入母屋
3 旧加藤医院 下京区西屋町通四条下船頭町 大正年間 加藤医院(皮 膚科) 台形 角地 7間 10間 半 洋館付設型 当初不明 木造2階+木造2階 陸屋根+入母屋
4 吉田たばこ店 上京区河原町通上生洲町 大正10年 タバ コ ・写真 ・書店 不明 角地 ● 2間 4聞 箱型 積上型 木造3階 陸屋根
5 山内家住宅 上京区上長者町室町通元土御門町 大正11年 専用住宅 L形 南面 5間 8間 洋館付設型 通り庭型 木造2階+木造2階 陸屋根+入母屋
6 富士ラビット(旧 日光社) 下京区七条通新町西入 大正14年 輸入車販売 長方形角地 7間 10問 洋館付設型 表屋造型 R.C.造3階+木 造2階 陸屋根+切妻
7 松井ピル(旧 森田牛乳) 中京区河原町通夷川上指物町 大正14年 牛乳屋 方形 角地 ● 5間 4間 半 箱型 積上型 S.R.C.3階 陸屋根
8 ワタベ 上京区室町通下長者町下近衛町 大末～昭初診療所? 長方形北面 5間半 11問 半 洋館連結型 外通路型 木造2階+木造2階 切妻+入母屋
9 ク リーニ ングみつば 上京区河原町通伊勢屋町 大末～昭初中華料理店? 長方形角地 2間 半 4間 看板型 通り庭型 木造2階 切妻
10 香鳥屋 東山区四条祇園町南側 昭和元年 婦人用鞄履物販売 長方形北面 2.8間 7問 箱型 積上型 R.C.造4階 陸屋根
11 旧大黒屋六兵衛 東山区三条東西海子町 昭和初期 漢方薬製造販売 長方形南面 ● 3間 半 4.7間 看板型 通り庭型 木造3階 切妻
12 井上(旧 浅田商店) 上京区上立売通浄服寺東入上 昭和初期 繊維、系 長方形西面 6間半 9問 洋館連結型 表屋造型 R.C.造2階+木 造2階 陸屋根+入母屋
13 斉藤家住宅 上京区河原町通荒神口上宮垣町 昭和初期 専用住宅 長方形角地 8問 6間 半 洋館付設型 前庭型 木造2階+木造2階 入母屋+寄棟
14 クマノ住宅 左京区正護院山王町15 昭和初期 旧吉田国際通信機 長方形西面 ● 5間 5間 箱型 積上型 木造2階 寄棟
15 旧篠原自転車店 上京区今出川通り鞠小路角 昭和初期 自転車店 襖形 角地 ● 5闘 2問 箱型 積上型 木造2階(塔 屋付) 片流れ
16 宮城ミシンエ業所 上京区千本通丸太町角 昭和初期 葬式用具製造販売 三角形西北 ● 4間 半 2問 半 看板型 通り庭型 木造2階 片流れ
17 太田家住宅、他4戸 下京区東洞院五条上深草町 昭和初期 五戸一建長屋:専 用住宅 長方形東面 2問 5聞 洋館付設型 通り庭型 木造2階(五 戸一建) 切妻+片流れ
18 旧平谷医院(真 陽) 下京区新町通五条下蛭子町 昭和初期 医院(小 児 ・内科) 長方形角地 6間 12問 半 洋館連結型 表屋造型 木造2階+木 造2階 陸屋根+入母屋
19 旧大西歯科 下京区河原町通万屋町 昭和初期 歯科医院 長方形東面 3間 5間 箱型 積上型 木造3階 切妻
20 森永カルタス 下京区河原町通出水町 昭和初期 牛乳販売 長方形 東面 2間 半 5間 看板型 通り庭型 木造2階 切妻
21 町田家住宅 中京区衣棚通御池上下妙覚寺町 昭和2年 専用住宅 長方形 東面 4間 半 8間 洋館付設型 外通路型 木造2階+煉 瓦2階 陸屋根+入母屋
22 キヨラカ理容院 上京区河原町丸太町上出水町 昭和2年 不明 長方形角地 ● 3聞 5間 看板型 通り庭型 木造3階 片流れ
23 宮川美髪館 下京区油小路四条下 昭和2年 理容店 長方形角地 5聞 1間 半 箱型 積上型 木造2階(鉄 筋入) 陸屋根
24 加納洋服店 中京区寺町通御池上 昭和2年 テ ー ラー 長方形 西面 3間 7間 看板型 通り庭型 木造2階 切妻
25 川崎たばこ店 下京区河原町通西橋詰町 昭和2年 雑貨店 長方形 西面 ● 2問半 6間半 看板型 通り庭型 木造2階 切妻
26 山本家住宅 下京区河原町通五条上安土町 昭和2年 店舗(喫 茶店、質屋等) 長方形 西面 ● 3間 6間 看板型 通り庭型 木造2階 切妻
27 辻商店 下京区堀川通四条下堀川町 昭和3年 呉服帯紙卸 L形 東面 5問 8間 看板型 通り庭型 R℃.造3階(4階 屋根裏) 切妻
28 平楽寺書店 中京区東洞院通姉小路下 昭和3年 書店 長方形東面 4問 6間 洋館連結型 表屋造型 R.C.造3階+木 造2階 陸屋根+入母屋
29 加藤家住宅+6戸 下京区七条河原町西南角 昭和3年 長屋建て商店 台形 角地 ● ● 2.3聞 4間 洋館連結型 表屋造型 木造3階+木造2階 陸屋根+入母屋
30 村中理容院 中京区室町通蛸薬師山伏山町 昭和3年 ノタ整髪 長方形角地 3間 半 2問 箱型 積上型 木造3階 切妻
31 中川製作所 左京区吉田近衛町26 昭和4年 化学容器製造販売 長方形西面 3間 半 5間 看板型 通り庭型 木造2階 切妻
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高島医院

上京区千本通今出川上上善寺町

上京区丸太町東一筋目上俵屋町
昭和4年

昭和5年

時計屋

高島医院(内 科)

台形

長方形

西南面

西面

● ● 4問

6問

8間 半

6問

洋館連結型

洋館付設型

表屋造型

外通路型

R.C.造2階+木 造2階

木造2階

陸屋根+切妻

入母屋
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鈴木医院

西湖堂

上京区中立売猪熊東入役人町

下京区高倉通四条下

昭和5年

昭和8年

鈴木医院(耳 鼻喉科)

印刷業

長方形

長方形

南面

東面

7間 半

4間 半

7間 半

6間 半

洋館連結型

看板型

通り庭型

通り庭型

木造2階

木造2階

切妻+寄棟

切妻ハ
0
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旧倉八医院

高野眼鏡店、他1戸

下京区東洞院通松原下大江町

下京区河原町通富永町

昭和9年

昭和9年

小児科

眼鏡店

長方形

長方形

角地

西面

3間

2間 半

5聞 半

4問

看板型

看板型

前土間型

通り庭型

木造3階

木造2階(二 戸一建)

切妻

切妻
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村上開新堂

冨長

革島外科病院

ハルミ学院

吉田染料店

中京区寺町二条上

中京区錦小路通室町西入

中京区麩屋町通六角下

上京区河原町通梶井町

中京区二条通東洞院西入仁王門町

昭和10年

昭和10年

昭和10年

昭和11年

昭和11年

洋菓子製造販売

着物冨長商店

革島外科病院

写真館

工業染料販売

長方形

長方形

方形

長方形

長方形

西面

南面

西面

角地

角地

2間 半

6問 半

6間

6間

3間半

9間

12間

7間半

10間

6間

洋館連結型

洋館連結型

箱型

箱型

看板型

通り庭型

表屋造型

前土間型

前土間型

通り庭型

木造2階+木 造2階

R.C.造2階+木 造2階

木造2階(一 部3階)

木造3階+木 造2階

木造2階

陸屋根+切妻

陸屋根+入母屋

切妻

切妻

切妻



主屋を通 りか ら約4間 下げて建て,手前に前庭を設けてア

プローチとし,通りに面 しては門扉と洋風の客間を並べ建

てている。独立 した二階建洋館の客間と主屋 との間には

玄関を配 し,主 屋には内玄関を設けるという構成をとる。

一階が応接間で二階を書斎とする洋館は玄関に接続 し,主

屋に対して独立 した配置と使われ方が想定されている。

主屋は二階建で,内玄関から裏手へと土間を通 して勝手

(台所)と し,上手には座敷 を配するなど,平面は伝統的町

家のそれと同じである。このように,伝統的な和風住宅の

表側に純洋風の一室程の小規模洋館を建て,外観のアクセ

ントとする事例は京都の中心市街を少 し離れると多 く認

められる。当家住宅はその代表例として取 り上げた。

2.4旧 大黒屋(図2-4,写 真2-4)

外観は,モルタル塗で蛇腹や装飾タイルで飾られたパラ

ペットによる純洋風三階建で,特に三階部には三連のアー

チ窓を設けて洋風意匠を強調する。ただし,三階部の軒高

は低く,い わば中三階建のような階高を構成する。

大黒屋は,元 々漢方薬を扱う伝統的な町家であったが,

昭和初期に三条通 りの道路拡幅によ り敷地表部分が約3

間程斜めに軒切 りを受けた。これにより当初1列3間 取

りの標準的な規模であった町家は,店の間はもちろんナカ

ノマの一部まで削 られた。この結果,元 のナカノマの位置

に店を設け,その奥には元の座敷を4畳 に狭めて板間を設

ける改修が施された。二階も表側1室 分が削 られ,屋根裏

の一部を三階として新たに開ロ部が設けられた。 このよ

うに,当家住宅は軒切りを契機に中三階建へと大改修され

た事例であり,純洋風の外観が軒切 りにより成立した事例

として注 目される。

2.5加 納洋服店(國2-5,写 真2-5)

同洋服店は,昭 和2年 にそれまでの二階建町家をテー

ラーとして改修されたものであるが,そ の際,正 面の壁と

北側の側壁を屋根面よりもほぼ一階分高く建て(内 側か

ら控え柱で保持 している),窓 型を開けてあたかも陸屋根

の三階建洋風町家のように見せかけた事例である。これ

ほどに高いパラペ ットを立ち上げた例は現時点では他に

類例をみない。店舗の室内も純然たる洋風意匠でまとめ

られていて,しかも奥行の深い店舗内部に洋服の仕立て作

業に過不足ない自然光を入れるための大面積の トップラ

イ トも目を引く。

同洋服店の最大の特徴である疑似三階建の外観は,その

業種が求める純洋風仕様の店舗を強調する手段とみなさ

れよう。ビルディングに 「見せる外観」は,洋 風への強い

指向性が実体化されたものである。同洋服店の外観は,そ

れが疑似的であるゆえに,当時の小規模店舗における理念

としての洋風店舗のイメージをよく示しているようにも

思われる。

2.6村 中理容院(図2-6,写 真2-6)

この理容院は,室町通 りに面 して蛸薬師通 りとの交差点

に位置している。昭和3年 に狭小な角敷地にほぼいっぱい

に建て られた木造モルタル塗三階建で,屋根は陸屋根に近

く箱形で建坪が狭い分縦長の形態が強調されている。壁

面は一階にのみ飾 り煉瓦タイルを貼 りモルタル塗の上階

と見切って縦長の外観を引き締めつつ丸窓を配 してアク

セン トとするなど,小規模ながらその瀟洒な意匠は室町通

りで異彩を放っている。

建坪が8坪 程のため,一 階は理容室 と階段,ト イレのみ

で,二 階に台所をはOめ 和室を2室,三 階にも2室 の和室

を設けている。要す るに一階は店舗で占められるために

居住部分をその上に積み上げた形 となっている。従って

通 り庭を持たず,職住をフロアーで分節する。この種の洋

風町家の例は少なくはないが,前近代には見られない近代

独自の家屋形式であろう。

2.7香 鳥屋(図2-7,写 真2-7)

昭和元年(1926)に 大林組の設計施工により建てられ

たRC.造 四階建 て(地 下室をもつ)の 店舗併用住宅であ

る。一階の表よ り3間 分 と二階の全面が婦人用鞄履物販

売のための唐舗 として使用され,住居部は主として三階に

集められている。一階の裏手は当初は狭い台所と食事室

があった。四階は物置と予備室である。要するに,こ の建

物は一・二階を店舗 とするが店舗専用建築ではなく,その

上階に住居棟を積み上げるような構成が特徴である。四

階建て店舗併用住宅の事例として注 目される。

2.8松 井ビル(旧 森田牛乳)(図2-8,写 真2-8)

河原町通 りの道路拡幅(軒 切り)に より敷地の約6割 が

削 られ,奥 行が約4割 に減少した。そのために、大正14

年(1925)に 残余の敷地いっぱいに新築されたのが同ビ

ルで,RC.造 三階建である。当初一一階部は牛乳店として使

用され,住 居は二 ・三階に設けられ,職 住を上下階で一体

とする店舗併用住宅である。住居部の室内は和室を基本

に構成され,モ ダンデザインの外観 とは対照的である。

2.9ミ ヨシ堂(図2-9,写 真2-9)

千本今出川角地に建つミヨシ堂は,家辺徳時計店の番頭

が昭和4年 に建てたという注10)。千本通 りは,市 電敷設の

ために今出川 ・北大路問が昭和4年 に拡幅された注11)。そ

れに伴 う隅切 りにより敷地が台形状とな り,そ の形状に

そって時計塔注12)をもつRC.造 二階建の店舗が建てられ

た。しかし,R.C.造 とするのは店棟のみで,裏 手には以前

か ら建つ木造の座敷棟を残し,両者は隙間をあけずに接合

している。異なる構造体を結合する点では,平楽寺書店な

どと同じである。書店や時計貴金属を扱う店舗として耐
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火性が重視されたためであろうが,それを店棟に限ってい

る点は東京の土蔵造 りの店蔵 と同じ思想が窺える。

しか し,ミヨシ堂の最大の特徴は台形状敷地に対応 した

不正形プランである。店舗の間取 りは,一 ・二階ともにそ

の形状を巧みに処理して特異な平面を構成するが,裏手の

座敷あるいは表裏に抜ける通 り土間の構成の基本形は伝

統的な町家のそれと同質である。ミヨシ堂はR.C.造 で,そ

の外観は当時先進的なモダンデザインの傾向を持ち,平面

も,店舗部分は隅切りの影響を受けて独 自の構成が注 目さ

れるものの,その基本構成には伝統的町家との共通性 も看

取される。

3.洋 風町家の家屋類型

京都の洋風近代町家は,ま ず主屋が一棟のものと複数

の棟で主屋を構成する場合 とがあることが前章の個別遺

構か ら知 り得る。一棟型の場合は,切妻平入の伝統的な町

家の外形を維持 しながら,そのファサー ドのみに洋風意匠

が施されているものと,外形が主として箱型で,屋 根は陸

屋根やそれに似せて作られ,構 造も木造に限らずRC.造

もある。前者を仮に 「看板型」,後者をその形状により 「箱

型」 と呼ぶことにしたい。

複数棟で主屋を構成する場合は,通常和 ・洋の棟を接続

する場合が多く,そ の接続形式か ら二種に大別ができる。

まず主屋の主体部分は和風で これに別棟の洋館が付設さ

れているものがある。この洋館は例えば書斎などこれ自

体まとまった用途の部屋として用いられ,内部も洋室に造

作される事が多い。これ らを 「洋館付設型」と仮称するこ

とにした。

一方 ,和洋の両棟を主に前後 に接続させそれぞれに入

口を設ける形式も多い。通常 これ らは,後 に詳述するよう

に洋館部を店舗棟や事務棟 として表側に配置する場合が

一般的である。このような家屋形式を 「洋館連結型」と呼

び 「洋館付設型」と区別することにした。

以下,各 類型の特徴について具体例を挙げなが ら要記

する。なお,いずれの型の遺構も建築年代は大正末期から

昭和初期に集中し,各類型の成立時期や類型問の年代的な

前後関係についてはよくは分か らない。しかし,明治23

年築で遺構中最古の家辺徳時計店は洋館連結型とみなせ

ることから,同 型から検討を始めたい。

3、1洋 館連結型町家(図3-1～2,写 真3-1～2)

明治23年 の旧家辺徳時計店を先駆けとし,前章で述べ

た平楽寺書店やミヨシ堂 もこれに相当する。他に富士ラ

ビット(大 正14年,1925,外 車販売代理店),旧 浅田商店

(昭和初期),村 上開新堂(昭 和10年,洋 菓子製造販売),

富長商店(昭 和10年,呉 服卸業)な ど類例は多く,中規模

以上の比較的大型の店舗併用住宅に用いられる家屋形式

である。多くは通 りに面して洋風の箱形店舗を建て,そ の

裏手に中庭を挟んで居住棟を接続している。居住棟は木

造であるが,店 舗棟はRC.造 も多い(富 士ラビット,旧浅

田商店,平 楽寺書店,富 長商店など)。

短冊状の敷地において店舗棟と居住棟とを前後に並べ,

店舗棟を通常敷地の間口幅いっぱいに建てるために,特に

店舗棟をRC.造 などの箱形建築とする事例では,通 か ら

一見するだけでは中 ・小規模な洋風の近代商業ビルと区

別が付きにくい(ミ ヨシ堂,富士 ラビット,旧浅田商店,富

長商店,な ど)。事実,店 舗棟は二 ・三階建で,内 部に専用

階段を設け上階に営業室を確保するなど業務用の専用建

築 として独自性が高 く,し かもRC.造 にすることで店舗

棟の耐火性を確保しつつ,居住棟との明確な区分が建築的

に図られている。

旧家辺徳時計店は言うまでもなく,平楽寺書店や富士ラ

ビットなども店舗棟 における洋風の意匠形式は早 くか ら

注 目されていて,市内における近代洋風建築としてすでに

各紙に紹介されていることは先に述べた。しかし,これ ら

の遣構を,店舗棟か ら裏手に続く住居棟までを含め建築全

体 として見れば,そ の平面形式は,ま ず土間を店舗棟か ら

居住棟を貫いて裏手まで通し,店舗棟の裏に接して玄関と

中庭を設け,さらに居住棟を接続するという構成で共通す

る(た だし,平楽寺書店とミヨシ堂は店舗棟と住居棟とが

接して一体に建て られている)。

この平面構成は,近世以来の伝統的な表屋造りの町家形

式と同Dで ある注13)。店舗棟(表 屋)は 平面や形式,意 匠

は様々であったが,それは店舗規模の拡大や業務内容の変

化に伴い,近 代的な変容が顕著であるためで,一 方の居住

棟の平面構成には共通性が認め られ,伝統的な表屋造 り町

家のそれ と基本的には変わ らない。要するに洋館連結型

は,表 屋造 りの家屋配置に則 りつつ,店 舗棟(表 屋)に お

ける近代的商業建築への自立的発達によ り成立したと捉

え得る。対照的に,表 屋部の近代的変化に比べれば,居 住

棟の変化は緩慢で,通 り土間の勝手廻 りや座敷廻りの構成

などは総じて保守的であり,前近代における基本形式が長

く温存されていることが明らかとなる。

3.2洋 館付設型町家(図3-3～5,写 真3-3～5)

市中に現存する多数の専用住宅の中で,外観に洋風を施

す形式 としては,居宅の前面に通 りに面 して洋館(多 くは

二階建)を 付設するものが最も多い。先に取 り上げた山内

家住宅(大 正11年)が 典型例であり,他に斉藤家住宅(昭

和初期)な どがこれに相当する。洋館部は主として応接間

として設けられている。この形式は,近代の和風住宅に洋

風応接間を付設する手法 として京都に限 らず広く用いら

れ,近 代専用住宅における洋風摂取の典型形式である。ま

た,戸建住宅のみな らず長屋建て住宅にも太田家住宅(昭

和初期)を はじめこの形式は散見される。

洋館付設の珍 しい形式としては,和風の玄関棟とその奥
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の居住棟との間に洋館(客 間)を 挟み込むような形式で,

町田家住宅(昭 和2年)が その例である。

併用住宅にもこの種の形式 を見いだす ことができる。

高島医院(昭 和5年,内 科)で は,和 風の主屋前面に,通

りに面して建つ洋館(二 階建)を 診療室に当てている(洋

館の二階は書斎)。 この場合,玄 関及び待合室は和風主屋

に設け られてお り,洋館は専用住宅における応接間と同様

の位置関係にある。旧加藤医院(大 正年問,皮 膚科)も 診

療室を独立 した洋館(二 階建,二 階は書斎)建 てとしてい

る。同家の主屋は規模が大きく,表側に調剤室や診察室な

どを広 く設け,裏手の中庭に面して洋館を配しているため

に,通 りか らはその外観は望めないが,和 風の近代住宅の

一部に洋館を巧みに配置した事例 として注目される
。

なお,ワ タベ 〈大正末期)も 当初診療所であったと伝え

る(詳 細は不明)。前後の和館の間に二階建洋館を組み込

んだ特異な形態は先の町田家住宅 と同様である。

このように,和風主屋の一部に洋館を組み込む洋館付設

型は,洋館 を表側に建てその外観を強調する配置が大半を

占めつつも,和風主屋の奥部や中間部に洋館を抱え込むよ

うな洋館配置も散見 され,そ の家屋構成は一様ではない。

しか し,専用住宅や開業医住宅などに用いられる洋風摂取

の一般的形式として重要である。

3.3看 板型町家(図3-6～9,写 真3-6～9)

前章の加納洋服店は,二階建主屋の外壁2面 をパラペッ

トとして高く立ち上げ,三 階建のビル風外観を装ってい

た。 このよ うにパラペッ トを用いて外観を洋館風に見せ

る事例は,同 洋服店のような極端な例は珍しいが,二 ・三

階建の中小規模の町家が洋風意匠を外観に施す最も一般

的な形態である。調査事例も多い。

中川製作所(昭 和4年)や 西湖堂 く昭和8年),吉 田染

料店(昭 和11年)な どは,伝 統的な町家建築の外観か ら

庇の出を取 り去 り,パ ラペッ トで屋根の軒先を隠し,モル

タルやタイル,人研ぎ石張 りなどの二階外壁に縦長のガラ

ス窓を填めた木造の店舗併用住宅である。一方,旧 大黒屋

(昭和初期)や キヨラカ理容院(昭 和2年)な どは,三 階

建てで縦長の箱形の外観を構成する。前記の中川製作所,

西湖堂,吉 田染料店などと比較すれば,伝統的な町家の外

形か らいっそう脱 した小規模 ビルディングのような外形

を形成する。

看板型町家の平面は基本的には通 り土間を持ち,部屋を

土間に沿って並べる伝統的な町家平面を踏襲 している。

一階の室内には店の間を除けば洋風的な造作は認められ

ない。二階もそのほぼ全面が居室化され,そ の最奥 に二階

座敷が設けられているものが大半である。

また,辻 商店(昭 和3年)はR.C.造 三階建の純洋風の

主屋を構成 している。しかし,平面は,伝 統的町家のそれ

を直写 したものである。平面の伝統性と外観,構造形式に

おける近代性 との間のギャップは著しい。 このように主

屋を一棟で構成し,そ の外観を洋風でまとめなが ら,一方

で伝統的な通り土間形式を踏襲する点は,看板型町家と同

Dで ある。要するに,辻商店はR.C.造 ではあるものの,看

板型町家の延長線上に位置する事例 とみなしたい。

市中にはモルタルやタイル貼 りのパ ラペットで外観を

洋風化 したこの種の近代町家は多数現存する。凡C.造 の

辻商店のような事例までをも含め,昭和期における小・中

規模町家に最も普及 した洋風摂取の型と位置付けられる。

3.4箱 型町家(図3-10,写 真3-10)

箱型町家は,前 章の村中理容院や香鳥屋,松 井ビルなど

がこれに該当し,他 にも宮川美髪館(昭 和2年,理 容店)な

ど,小 ・中規模の二 ・三階建店舗併用住宅に多く認められ

る。構造は木造が主流であるがRC.造 もあり(香 鳥屋,松

井 ビルなど),外 壁 をタイル ・モルタル ・石貼りなどで仕

上げ屋根は陸屋根 を基調とするために,外観は四面が完全

に洋風化 され小型の近代洋風ビルディングに見える。内

部は,店 部分を除けば洋風への指向は弱く,洋風の外観と

は好対照ではある。しかし,室内にて造作の和洋の違い以

上に重要なのはその平面形式である。箱型町家の平面は,

一階はすべて店舗となるものが多く(香 鳥屋では二階も

全フロアーが店 となっている),従 って通 り庭型の構成を

とらず,居住部は二階以上に持ち上がっている点に留意す

べきである。上階を居住 フロアー とし ,階で職住を分け

る。伝統的な町家平面では職住の区分は表裏で行い,表屋

造 りあるいはその発展形である洋館連結型では棟を前後

(表裏)に 分けることでその区別をより明確化 している。

従 って箱型町家は,その点で伝統的な町家の平面形態を脱

した新たな都市住宅の型を備えているとみなせよう。

この種の積み上げ型とも呼ぶべき平面構成の成立要因

は様々であろうが,ま ず明らかなのは,狭 小な立地条件に

規定されている場合である。その端的な例は村中理容院

や宮川美髪館である。前者は建坪が8坪 に満たず,後者も

7.5坪 と小規模である。一方,香 鳥屋などの場合は,主 屋

の間口3間 弱,奥行約7間 で標準的な京町家の建坪である

が,店 舗面積が主屋規模に比して大きいために,一 ・二階

フロアーが店空聞に当てられている。松井ビルも間口約5

間,奥 行約4.5間 であるが,一 階全体を店舗に割 り振 られ

ている。

このように,箱 型町家における積み上げ型平面は,狭 小

な敷地条件や,店舗面積の拡大などを背景に成立したもの

と考えられる。平面にみる伝統形式の払拭は箱型町家の

重要な特質である。その伝統性を欠いた平面からはいわ

ゆる町家的外観は想起されにくい。同型町家に見る非伝

統的な箱型の外観は,そ の 「近代」的平面を前提として成

立したと考えられる。町家の伝統形式とは異質の,まさに

近代京都に特有の新たな都市住宅の型をこれに求めたい。



写真3-8キ ヨラカ理容院

爵 ト ロ

ー1冊111

,`1ロ 響OIl

蓄一 一一←

3階 平面図2階 平面図1階 平面図

図3-8キ ヨ ラ カ理 容 院

猛瞬1・llh-[目

I

l

幽
4階平面図

[=]

(gl
-一 一rI

【

1

剛1

!
___」1

4

3階平面図

2階 平面図

ヨ訴・
o面 面[コ面

一i:

11

写真3-10宮 川美髪館

一 勉一 一一 ・・-L--1-

1階平面図

図3-10宮 川 美髪 館

写真3-9辻 商店 ←
△

}一 『 曹 一一「-

1階平面図

図3-9 辻商店

2階平面図

図4-1旧 大黒屋:軒 切りの状況

(大正11年 ・現状)

工 鍾 ㌻嚢蘭 ・託 ク
灘薩

〆 μ1爆
、

ノ

⇒
舞

4塵
'ノ ヂも

轟 ヵ 盆//

H甕

・/劉 ラ が物
翻二憾 難k 灘/柵… 欄

ー

勢叢
羅隆覇

鑛鵜 …
勲
塗
亙ダ。ξ/雀擁 、

図4-2松 井 ビル=軒 切 りの状況

(大正11年 ・現状)

懸瀦羅懸
鰯
撫1・

隔 耐噸 氏

鷺
蓑

聾 ・

1、

1/'

瀬'酒

ノ ズ

駈第

彪

ゴ∫'

書

鰐

矧

1."

秀

頭 至/

羅4/鵜 羅
図4-3キ ヨラカ理容院:軒 切りの状況

(大正ll年 ・現状)

新主屋(河 原町通側)

写真4-1

隅
旧主屋(御 幸町通側)

山本家住宅

図4-5ミ ヨシ堂:隅 切りの状況

(大正11年 ・現状)

隣 2階平面図

御
幸
町
通

河

原

町

通
1階平面図

図4-4山 本家住宅

住総研 研究年報No.29,2002年 版

一105一



先述した近代町家の3類 型は,みな伝統形式に近代的要

素を付加したものであった。しか し,箱型町家は伝統形式

との接点が稀薄である。その意味で,京 都における近代独

自の町家はと問われれば,箱 形町家ということになろう。

4.家 屋立地と家屋形式

京都における近代町家の成立過程には,市街地における

道路拡幅の影響が大きい。近代京都における幹線道路形

成は,京 都電気鉄道株式会社による狭軌電気軌道(京 電)

の敷設,京都市三大事業による市内幹線道路の拡幅と市営

広軌電気軌道(市 電)の 敷設,都 市計画法 ・市街地建築物

法による都市計画道路の設置を中心に進められ注1の,これ

ら諸事業による道路拡幅は,沿道の町家に直接なる影響を

与えた。「軒切 り」あるいは 「隅切 り」と呼ばれた拡幅事

業は沿道の景観を一変させたことのみな らず,沿道の町家

の立地条件を大きく変え,これに規定された新たな町家形

態が出現した。しかし,道路の拡幅過程などはこれまでよ

く明 らかにされてはいるものの,それに伴う町家への影響

の実像にまで関心は及んではいない。そ こで本稿では,京

都における近代町家成立の一端を道路拡幅に求め,具体例

に即1してその実態を明らかにしたいと思う。

4.1軒 切 りの影響(図4-1～4,写 真4-1)

例えば,調 査家屋が多 く立地する河原町通 りでは,拡 幅

は片側買収主義により通 りの西側が主に買収された注15)。

これにより,大 正13年(1924)10月 か ら昭和4年1月

までの間に順次北から南へと注1の,当初幅約4間 ほどの道

が所定幅員12間 まで拡幅された注17)。河原町沿道に残る

遺構を悉皆的に踏査 して聞き取 りをしところ,拡幅による

沿道の建築物への影響は,1)曳 屋をする,2)主 屋の奥行

規模を切 り縮め,前面を大改修する,3)規 模を縮小 して建

て替える,の3種 に分類ができた。

河原町通 りにおける道路拡幅では,曳屋により従前家屋

を維持 した事例は3例 を確認 した注18)。先述の辻商店は

R.C.造 で堀川通 りに面するが,同 通 りの拡幅時(昭 和31

年)に は曳屋をされて現地まで移動されている。軒切 りに

よ り主屋を切 り縮めた例は,河原町通 りでは1例 確認 した

注19)。先にあげた三条通 りに面する旧大黒屋はこの典型例

である。それに対して,河 原町通 りで全面的に建て替えら

れた事例は,確 認できただけでも7例 と最 も多い注20)。こ

れは,河原町では片側へ最大約8問 も切 り縮めるという大

幅な拡幅がなされたためで,こ の7例 の中には,松 井ビル

やキヨラカ理容院などが含まれている。この2例 は三階建

で奥行が4間 半から5間 と浅く注21),しかも裏手に空地は

なく敷地いっぱいに建てられている。なお,キ ヨラカ理容

院では古材の利用が確認できた。軒切 りにより撤去され

た従前の建物の部材を利用したのであろうか。

さらに,道路拡幅が近世以来のコミュニティーにも影響

を与えていることも知 り得た。河原町通 りに面する山本

家住宅(下 京区安土町)は,元 々河原町通 りの一本西側の

御幸町通 りに面 して主屋を建てていた。同通りが拡幅と

市電の敷設によ り(昭 和元年)幹 線道路 となるに伴い,同

家では御幸町通 りに面した主屋(伝 統的な京町家で明治

期頃の建築とみなされる)を そのままに,拡福された河原

町通 りに面して新たに主屋が建て られた(昭和2年 頃)。総

二階建で,問取 りは通り土間を持つ伝統的な平面を踏襲 し

つつ,外観は黒塗 りの洋風パラペットを河原町通 りに沿っ

て斜めに立ち上げて軒先を隠す,いわゆる看板型町家の典

型例である。この時点に至 り山本家の東西に長い短冊状

敷地は,そ の左右(表 裏)に 新旧の主屋が並存する状況と

なる。同家では河原町通 り側の新主屋に居を移す ととも

に,旧 主屋はその後借家とされた。

注目されるのは,借家となった元主屋における改造であ

る。すなわち,同屋の通 り土間はその一部が細長 く区切 ら

れ,河原町側に住む山本家の専用通路が造 られた。この通

り土間内の通路は,旧来の御幸町通 りを軸とする安土町の

町内組織との関係を山本家が維持するために設け られた

ものである。山本家における主屋の移動は,河原町通 りの

拡幅による表裏の逆転に対応したものであったが,その結

果,従前通 りの形が存続された同家が属する町内組織から

切 り離されるおそれが生 じた。通 り土問内通路はその矛

盾を解消し,既存コミュニティーとの関係を保持するため

の対応策であった。この通路は,今 日もなおその機能を果

たし続けている。

道路拡幅は,単に沿道家屋の建て替えなどの直接的な影

響に留まらず,時には両側町の既存コミュニティーにも抵

触する影響を与えつつ実行されたことが知 られる。同時

に,山本家に見るような道路拡幅による宅地の表裏の逆転

に際して,通り土間が有効に働いていることもあわせて注

目しておきたい。

4.2隅 切 りの影響(図4-5～7,写 真4-2～3)

隅切 りを受けた家屋の場合は,その結果生ずる特異な敷

地形状が,単 なる軒切りとは異なる特異な制約条件とな

る。隅切 りを受けた交差点角地に立地する後述の調査家

屋は,基 本的にすべてが建て替えられているのは,建 物が

斜めに切断されるため,改 修が困難であったためであろ

う。この場合,外 観を洋風 とし箱形の住宅とする事例がよ

り顕著で,千本今出川角に位置するミヨシ堂はその典型例

である。前面の店部分を台形あるいは多角形平面として

敷地の変形を吸収することで,裏手居室部には整形で畳敷

きの部屋を確保する,と いう傾向が読みとれる。ミヨシ堂

では,台形平面の店舗棟の裏手に前宅の座敷部が残されて

いることもその好個の例であろう。

宮城ミシン工作所(上 京区千本通丸太町角,昭 和初期)

は,隅切 りにより生じた直角二等辺三角形の敷地に建て ら



れた二戸一建町家の一戸分である。敷地の南端に庭をと

る台形平面の町家で,千本丸太町交差点に面 したファサー

ドはパラペ ットを立ち上げて純洋風とするが,裏面の外壁

か らは在来の木造であることが窺える。奥行は浅いもの

の通 り土間型の平面を構成して,いわゆる看板型町家に位

置づけることができる。

旧篠原自転車(上 京区今出川通鞠小路角,昭 和初期)は

隅切 りにより生Dた 極端に狭小な変形宅地に建つ家屋で

ある。外観は四方にパラペットを高 く立ち上げた木造総

二階建である。一階は店舗に加え狭い台所を設ける程度

で,居室は二階に持ち上げられている。通 り土聞による水

平(奥 行)方 向の導線を軸 とする伝統的な町家平面に対し

て,こ の住宅は階段を軸とする積み上げ型平面を構成し,

前章で提示した箱型町家に分類することができる。

軒切 りによ り生ずる台形敷地は,前近代においてはあま

り存在 しない近代特有の立地条件であり,拡幅後の道路幅

が広い分,軒 切 り後の敷地は狭小となることが多い。隅切

りに対応 した近代町家は,その変形平面と狭小さに規定さ

れて伝統的な町家形式は成立しにくく,必然的に独自の形

態 と外観を構成することになる。特にその台形プランと

それへの平面的対応の特異性は際立っている。

5.む すび

以上,京都市街地における近代洋風町家の建築的特徴に

ついて類型的に検討 した。以下にその結果を要記 してま

とめとする。

洋風町家は,家 屋構成の特徴か ら4種 に犬別できた。ま

ず,京 町家の伝統的な家屋構成に則 り,その表屋部に洋風

の店舗棟を建てる事例が多 く見いだせた。本稿ではこれ

を洋館連結型と名付けた。明治23年 の旧家辺徳時計店は

木骨煉瓦造の店舗棟が明治の洋風商店としてよく知られ

ているが,洋館連結型の最初期の事例であるとともにその

典型事例 としても貴重であることを指摘した。洋風の店

舗棟は,耐火性への要請からR.C.造 とするものもあり,外

観からだけでは伝統的町家との関連性は窺 い知れないが,

通り土間を基軸とするその平面と家屋の構成には紛れも

なく京町家の基本構成が踏襲されている。近世以来の職

住を分ける表屋造 りの合理的な家屋配置は,洋館を町家建

築に導入する際にも有効 に働いた。

次に,専 用住宅を中心に多くみられる型として,洋 風の

応接間などを西洋館 として和館の主屋前面などに張 り出

して建てる家屋で,洋 館付設型と呼んだ。これは,近 代の

仕舞屋型町家における洋風摂取の代表的な家屋形式であ

ると位置づけられる。 この洋館部を診察室 とす る開業医

院なども京都では多 く残されている。

続く看板型町家と呼ぶタイプは,フ ァサー ドを防火 ・防

水仕上げの一体的な洋風で構成するが,間 取 りは,角 地を

除けば伝統的な京町家平面を基本的に受け継ぎ,室内は和



風の造作を基調とするもので,市 中には大量に現存する。

さらに箱型町家 と呼ぶ類型を見いだした。小規模な町

家や三階建に多く認め られる型で,一階は店舗のみとなり

上階に居住機能を積み上げ,職住の関係が垂直方向の導線

で連結 している。伝統的な通り土間を欠 くという点で上

記3類 型 とは異なる特異な平面を構成 している。軒切 りな

ど近代 の都市改変により生み出された狭小宅地などに多

く認められ,近 代に新たに成立した類型 とみなされた。ま

た,軒 切 りに加え,隅 切りで生じた三角や台形平面の変形

宅地には,その制約から箱型や看板型町家が多 く建iてられ

た。その特殊な敷地形状は,伝統形式を払拭した洋風意匠

の外観を形成する契機となっていると考えられた。

以上のような4類 型は,平 面構成を基本に据えながら,

洋風的要素の摂取形態の違いに基づ く建築構成の差異に

着 目したものである。京都における近代都市住宅は,少な

くとも洋風意匠をその内外の表層に張 り付けるといった

段階にとどまらず,伝 統的な家屋構成を継承 しつつ,本 稿

ではいわゆる洋館 と呼んだ純洋風の家屋(煉 瓦造やRC.

造を含む)を 積極的に建築レベルで取 り込むことにより

形成されていることを明 らかにした。

道路拡幅などはその重要な一契機 として無視できない

が,よ り一般的には時計店などに代表される近代に成立し

た新手の業種を中心にその店舗あるいは店構えに対する

強い洋風指向がその背景にある。しか し,これとは対照的

に,居住部分においては座敷を核とする伝統形式を保持す

る傾向が強く看取された。要するにこれ ら近代町家の構

成においては,居住部の保守性と生業部の新奇性 との両立

が意図されたのである。

道路拡幅された沿道では,景観要素としての町家は拡幅

道路の近代性に喚起されてそのファサー ドを形づ くった。

それは,個 別の業種が求めた洋風意匠への指向を越えて,

都市に込められた近代あるいは近代化 という時代の指向

にまさに呼応 した洋風化 と捉えることができよう。その

意味で道路拡幅は,町家の洋風化 を促進させる主要な契機

となるものであった。

本論の冒頭で述べたが,今日に残る洋風町家は大正から

昭和初期にかけての遺構が多い。これは京都における道

路拡幅時期と有意な関係にある。近代町家の洋風化は,都

市の近代化と一体に捉えることができるのである。これ

はひとり京都のみの状況ではないであろう。しかしなが

ら,こと京都においては京町家という堅個なる伝統形式の

存在によ り,戦後の今 日においてもなお,町 家という固定

概念を京町家の伝統性が 占めている。 しかしなが ら実態

としての京町家は,半世紀以上も前に既成概念を脱 した新

たな展開が都市的なレベルで進展 しつつあった。 この事

実の発見は重要である。今後,京 町家の理解が近代にまで

及ぶ ことで,町並保存や景観形成に新たな視野と視点が加

えられることを切に望みたい。
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